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アーバンドミナント戦略

アーバンドミナント戦略は、店舗を核に地域全体の魅力化に
取り組み、地域とともに成長するビジネスモデルであり、地域の
魅力向上や地域貢献につながるものです。アーバンドミナント
戦略のルーツは、大丸神戸店の神戸・旧居留地における周辺店
舗開発に遡ります。地域全体の活性化を実現したこのノウハウ
を拡張・発展させ、現在は、心斎橋、京都、神戸、名古屋、上野
の5つの重点地区でアーバンドミナント戦略を推進しています。

2019年9月に大丸心斎橋店本館を、11月に渋谷PARCOをグラ
ンドオープンしました。それぞれの地域への来街促進など街の魅
力化に貢献し、地域の新たな賑わいを創出しています。

パルコクラウドファンディング　
しずおかMIRUIプロジェクト

2020年1月、静岡県内事業者の新たな挑戦・困りごと解決を
応援する「しずおかMIRUI（みるい）プロジェクト」を発足しました。
クラウドファンディングBOOSTERの特設サイトに掲載した該当
プロジェクトを、静岡PARCO・松坂屋静岡店・静岡新聞SBSが店
舗、SNS、メディア媒体
等を通じて宣伝応援し、
成功に導いています。
クラウドファンディン
グBOOSTERでは、引き
続き地域活性化につな
がるコラボレーション企
画を展開していきます。

地産地消

当社グループは、全国に店舗がある強みを活かし、地域なら
ではの商材の取り扱いを拡大することで地域活性化に貢献し
ます。百貨店事業のひとつである博多大丸は、「九州探検隊」と
して九州地区の商品を販売・紹介することで地産地消を通じて
地域活性化に貢献して
います。今後も、当社グ
ループは、一層取り組み
を拡大し、それぞれの地
域の特色をいかし、進化
させていきます。

安全・安心な店舗環境づくり

当社グループは、百貨店店舗で、地震や火災発生時、自然
災害に備えて、自衛消防隊を組織し、防災訓練やBCP※訓練を
実施しています。
大丸松坂屋百貨店は、新型コロナウイルスの感染防止対策

として、お客様にはマスクの着用や検温、ソーシャルディスタン
スの確保、アルコール消毒への協力をお願いしています。
従業員には健康管理の徹底と、飛まつ防止シールド等による感

染防止対策を行っていま
す。また、店舗では、館内
空調の強化と外気の取り
入れを実施しています。

地域社会との共生

背景

長期目標 2019年度の主な取り組み（一部2020年度あり）

今後の方向性
少子高齢化が進む一方で、都市部へ人口が集中する
中、地域の魅力向上や地域活性化が社会課題となっ
ています。また、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、人口が集中している都市のあり方が変化しています。
企業には街の活性化への取り組みが求められています。

2050年 地域、行政、小売が相互に連携しながら、
JFRグループが得意とする街の資産を活か
した街づくりと環境課題の解決を両立させ、
持続的かつ先進的な街づくりを実現します。

● ESGモデル店舗大丸心斎橋店本館・渋谷PARCOのオープンを核とした街づくり
● アーバンドミナント戦略の推進
● パルコのクラウドファンディング事業による地域活性化
● 地産地消による地域活性化

取り組み概要
基幹店舗を中心とした街の生態系の構
築に取り組むアーバンドミナント戦略を
推進することで、街と店舗の持続的な
成長に取り組んでいます。

持続可能な街づくりと街の活性化が実現する
ための店舗を展開し、経済価値、環境価値、
社会価値がともに向上する街づくりを目指しま
す。さらに、地域の防災インフラの役割を加え
ることで、より街と密着した店づくりを進めます。

※BCP：災害時に事業継続また
は早期復旧させるための計画
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